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The island of Madagascar occupies the eastern edge of the East African Orogen, which is the keystone position to understand 
the formation of the Gondwana supercontinent. We conducted geochemical and geochronological study of the metamorphic 
rocks from eastern Madagascar, and suggest eastern Madagascar is the fragment of Archean Dharwar Craton in India and it has 
reworked through the formation of the Gondwana supercontinent. These processes are as follows; (1) the subduction of the 
Mozambique Ocean in front of the East African continent to the central-east Madagascar and the subduction related igneous 
activity at ca. 750-800 Ma, (2) the collision between East African continent and the central-east Madagascar at ca. 650 Ma, and 
(3) post orogenic back-arc rifting and alkaline magmatism. 
 
マダガスカルは東-西ゴンドワナ大陸の衝突縫合帯に相当する東アフリカ造山帯の東端に位置するとされる(Stern, 









年代のデータを併せ、Tucker et al. (2011) の提示したモデルが新たな地球化学的・年代学的データを加味した場合
に説明できるか検討を行った。 
 マダガスカル東部地域は、岩相および原岩年代からマスラドメインおよびアンタナナリボドメインに区分され































  これらの結果より、約 7.6-8億年前の火成活動と約 6億年前のアルカリマグマの火成活動について議論する。ま
ず約 7.6-8億年前の火成活動について述べる。マスラドメインに産する火成岩起源と考えられる石英長石質変成岩
は、約 8億年前の火成活動年代を示す (BGS et al., 2008)。一方でマスラドメインに産する石英長石質変成岩は、約
7.5億年前の火成活動年代を示す。これらの変成岩の原岩形成場は地球化学的特徴に基づき島弧であると考えられ
る。これは東アフリカ大陸の前縁部に位置するモザンビーク海のマダガスカル中央部・東部地域への沈み込みに
起因すると考えられる (e.g. Handke et al., 1999; McMillan et al., 2003)。次に約 6億年前のアルカリマグマの火成活動
について述べる。アンタナナリボドメインの Unit-Iには非変成のアルカリ花崗岩が産する。また Unit-IIおよび
Unit-IIIには、粗面安山岩を原岩とする変成岩が産する。Unit-Iに産する非変成のアルカリ花崗岩は、Nédélec et al., 
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Fig.1 マダガスカルのテクトニックドメイン区分と衛星写真から
判別できる明瞭な地質構造を示す。 
 
